
アルミバンS
（スライドリフトスマーティ）

取扱説明書

よくお読みになってご使用ください。
取扱説明書は車の中に大切に保管してください。

別冊　注文装備品編



このたびはアルミバンS（スライドリフトスマーティ）の注
文装備品をお買い上げいただき、ありがとうござい
ます。

はじめに

本書はアルミバンSを安全・快適にお使いいただくため、アルミバンS
に関して正しい取り扱いを説明してあります。
また、注文装備品はお客様の御注文により異なりますので、お客様のア
ルミバンSに該当する装備品のところをお読みください。

● 車両の一般的な取り扱いについては、標準車の「取扱書」（別冊）をご覧ください。

● 販売店で取り付けられた装備の取り扱いについては添付されている取扱書をご覧
ください。

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」とその回避方法を下
記の表示で記載しています。これらは安全のために特に重要ですので、必
ず読んで遵守してください。

お車のために必ず守っていただきたいことや知っておくと便利なこと、し
てはならない行為を示すイラストは、下記の表示で記載しています。

記載事項をお守りいただかないと、生命にかかわるような
重大な傷害、事故につながるおそれがあること

記載事項をお守りいただかないと、傷害、事故につながる
おそれがあること

警告

注意

・お車をゆずられるときは次のオーナーのために本書をお車につけておいてください。
・ご不明な点は担当営業スタッフにおたずねください。

知 識

してはならない行為

アドバイス
お車の故障や破損を防ぐために守っていただきたいこと
お車が故障したときにしていただきたいこと

知っておくと便利なこと
知っておいていただきたいこと
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各部の名称

プラットホーム操作スイッチ
〈ラジコンスイッチ〉

サイドドア

埋め込み式
ストッパ

バックモニター

ラッシングビーム
ラッシングレール＆ベルト

電磁ドアロック

バックドア９０゜
開きストッパ

作業灯

プラットホーム操作スイッチ
＜リモコンスイッチ＞
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バックドア90°開きストッパは左右の
ドアに装備されます。

■ 固定のしかた
バックドアは90°開いたところでロッ
クされます。

■ 全開のしかた
 いったん 45°開いた状態でハンド
ルを手前に回します。
 90°開きストッパをはずして全開に
します。

全開にしたときは、必ずドアストッパ
でドアを固定してください。（TECS標
準装備取扱書参照）

バックドア90°開きストッパ

専用装置、装備の使い方

ハンドル

バックドア９０°
開きストッパ

プラットホーム操作時は、左右のバック
ドアが90°開いた状態で確実に固定し
てください。確実に固定しないとプラッ
トホーム昇降時、ドアが損傷するおそれ
があります。

注意

バックドアを開けたときは、必ず以下の
状態でドアを固定してください。固定し
ないと風などにより不意にドアが動いた
り、傾斜地では自然にドアが動くことが
あり、ドアでけがをするおそれがありま
す。
● 90°開きストッパでロックされる位置
までドアを開ける

● 全開したときはドアストッパでドアを
固定する

注意
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■ 開け方
ハンドルを握り、後方へ引くとロック
がはずれてドアが開きます。
● 全開まで開けると、ストッパスプリ
ングで固定されます。

■ 閉め方
ハンドルを持ってドアを全閉させると
ドアがロックされます。
● 半ドアまで閉めるとイージークロー
ザーが作動します。（次ページ参照）

スライド式サイドドア

施錠
解錠

■ 施錠のしかた
キーを差し込み、左にまわすと施錠、右
にまわすと解錠されます。

作業をするときは、必ずサイドドアを全
開にしてください。傾斜地では自然にド
アが動くことがあり、けがをするおそれ
があります。

注意

サイドドアを閉めるときは、必ず荷室内に
人がいないことを確認してください。荷室
内に人が閉じこめられると、中からドアを
開けることができなかった場合に、重大な
事故につながるおそれがあり危険です。

警告

車から離れるときは、必ず荷室内に人が
いないことを確認し、サイドドアを閉め
施錠してください。誤って人が荷室内に
閉じこめられると、中からドアを開ける
ことができなかった場合に、重大な事故
につながるおそれがあり危険です。また、
盗難のおそれもあります。

警告
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非常ハンドルはサイドドア内側にあり
ます。
● ハンドルを握り、後方へ引くとロッ
クがはずれてドアが開きます。

● ドアの施錠に関係なく開けることが
できます。

ハンドル

車両後方

ドアを半ドアの位置まで閉めると、自
動的にドアが動き、全閉になります。

半ドア状態のときドアが自動的に閉まる
ため、指を挟まないよう十分注意してく
ださい。

注意

ドアハンドルを引いたままドアを閉める
と、イージークローザーは作動しないこ
とがあります。

知 識

イージークローザーの作動中は無理な力
をかけないでください。無理な力をかけ
るとイージークローザーの故障の原因と
なります。

アドバイス

イージークローザー

非常用ハンドル
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オープン式サイドドア
■ 開け方
 ワンタッチキーの下側を押します。

 ハンドルを持ち上げたまま回し、手
前に引きます。

押す

ワンタッチキー

ハンドル
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■ 固定のしかた
ドアを全開にしたときは、ドアストッ
パで固定します。

 カバーを開け（ ）、ドアストッパを
固定部に差し込みます（ ）。
 カバーを閉めます。

ドアストッパを固定部に差し込みます。

ドア
ストッパ

カバー
固定部

ドア
ストッパ

固定部

標準ボディ

ロングボディ

サイドドアを開けたときは、必ずドアを
ドアストッパで固定してください。固定
しないと風などにより不意にドアが動い
たり、傾斜地では自然にドアが動くこと
があり、ドアでけがをするおそれがあり
ます。

注意

仕様により、取り付け方法が異なります。

知 識
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■ 閉め方
ハンドルをワンタッチキーに差し込み
ます。
● 自動的にロックされます。

■ 施錠のしかた
キーをシリンダ錠に差し込み、右に回
転させると施錠されます。

ワンタッチキー

ハンドル

施錠

解錠

サイドドアを閉めたときは、ドアを軽く
ゆさぶり、確実に閉まっていることを確
認してください。確実に閉まっていない
と走行中にドアが開き、積荷の落下な
ど思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注意

サイドドアを閉めるときは、必ず荷室内
に人がいないことを確認してください。
荷室内に人が閉じこめられると、中から
ドアを開けることができず、重大な事故
につながるおそれがあり危険です。

警告

車から離れるときは、必ず荷室内に人が
いないことを確認し、サイドドアを閉め
施錠してください。誤って人が荷室内に
閉じこめられると、中からドアを開ける
ことができず、重大な事故につながるお
それがあり危険です。また、盗難のおそ
れもあります。

警告
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バックドアおよびスライド式サイドド
アの施錠・解錠が運転席で同時にでき
ます。
● エンジンスイッチに関係なく使用で
きます。

施錠

解錠

ロックボタン

解錠

施錠

電磁ドアロック

■ キーを使っての施錠と解錠
運転席ドアにキーを差し込み、キーを
車両前側にまわすと施錠、車両後側に
まわすと解錠されます。

■ ロックボタンを使っての施錠と解
錠

運転席ドアのロックボタンを押し下げ
ると施錠、引き上げると解錠されます。

電磁ドアロック
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■ 昇降のしかた
車を水平な場所に止め、必ずパーキングブレーキをかけ、タイヤに輪止めをします。
● エンジンはかけたままにしておきます。
 メインスイッチを「ON」にし、プラットホームを引き出します。（TECS標準
装備取扱書参照）
 送信機を取り出し、電源スイッチを押します。
● 動作表示 LEDが赤色点灯します。
動作表示LEDが赤色点灯中（6秒以内）に上昇または下降スイッチを押し続けます。
● プラットホームは上昇スイッチを押している間、上昇し、下降スイッチを押
している間、下降します。

● 上昇または下降スイッチを押している間、動作表示 LEDが緑色点滅します。
● スイッチから指を離すとその位置で停止します。
● プラットホームがいっぱいまで下降および上昇したらスイッチから指を離し
てください。

受信機より半径約1mの範囲で、プラットホームの昇降操作ができます。

パワーパッケージ

受信機
パワーパッケージの反対側
サイドに設置されます。

● 電源スイッチを押してから6秒以内に下降または上昇スイッチを押し続けないと、自
動的に電源が切れます。（動作表示 LED消灯）
・ 下降または上昇スイッチを操作すると、電源はスイッチから指を離した時点より6
秒延長します。

● 複数のスイッチを同時に押すと、プラットホームは作動しません。

知 識

● 断続的に下降または上昇スイッチを押さないでください。故障の原因となりますので、
スイッチは押し続けてください。

● スイッチの切り替え操作をするときは、約1秒以上たってから行ってください。瞬時
に切り替えを行うと、リフト装置が故障するおそれがあります。

アドバイス

プラットホーム操作スイッチ〈ラジコンスイッチ〉

上昇スイッチ

電源スイッチ

下降スイッチ

〈送信機〉

動作表示ＬＥＤ



11

● ラジコンは周囲の状況により作動可能距離が変わることがあります。
● 周囲の電波状態により、下降または上昇スイッチを押してもプラットホームがまれに停
止する場合や作動しなくなることがあります。そのときは、以下のことを行ってくださ
い。
・ 立つ位置をかえて操作してください。その際、スイッチは押し直してください。押
し続けたまま立つ位置を変えてもプラットホームは作動しません。

・ リモコンスイッチで操作してください。
● 送信機もしくは受信機を交換したときは、受信機の IDコードを登録する必要がありま
す。登録は販売店にお申しつけください。

● ラジコン操作をしてもプラットホームが作動しない場合や、著しく作動可能距離が短く
なった場合、または動作表示 LEDが暗くなったり、点滅しなくなった場合、電池の消
耗が考えられます。電池を交換してください。電池はお客様自身で交換できます。（次
ページ参照）

知 識

ラジコンスイッチは電子部品です。故障の原因となりますので、以下の点に注意してくだ
さい。
● ダッシュボードの上など、直射日光の当たる場所および高温になるところに置かないで
ください。

● スイッチに無理な力を与えないでください。
● スイッチは鋭利なもので操作しないでください。孔・切り傷等が発生しますと防滴機能
が損なわれます。

● 分解しないでください。
● 落としたり、強い衝撃を与えないでください。
● 防滴構造ですが、できるだけ水にぬらさないでください。水たまりなど、水中に落下さ
せると故障します。

● 送信機の清掃にシンナー、ガソリン、ベンジンなどの溶剤を使用しないでください。表
面が変形するおそれがあります。清掃するときは水またはぬるま湯を布などに含ませ、
固くしぼってから拭いてください。

アドバイス

植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用
される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者などに事前に確認して
ください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与えるおそれがあります。

警告
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電池フタ

　側を上に
して挿入

▲マーク

■ 送信機の電池交換
送信機のスイッチを押しても動作表示 LEDが点滅または点灯しなかったり、作動
距離が著しく短くなった場合は、電池切れが考えられます。
以下の要領で電池を交換してください。
● 電池は販売店、時計店、カメラ店などでお求めください。

使用電池 ...........リチウム電池CR2032

 コインなどを電池フタの溝に差し込
みます。
 ▲マークが合う位置まで「OPEN」
側に回し、電池フタをはずします。

 電池を交換します。
● 電池を取り出し、新しい電池の
側を上にして挿入します。

 電池フタと送信機の▲マークを合わ
せ、電池フタをはめます。
 コインなどを電池フタの溝に差し込
みます。
「CLOSE」側に回し、電池フタを締
め込みます。
 作動確認をします。
● 電源スイッチを押し、動作表示
LED赤色点灯中（6秒以内）に下
降または上昇スイッチを押して、
動作表示 LEDが緑色点滅するこ
とを確認します。
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● 電池交換時には、取りはずした部品を紛失しないようにご注意ください。
● 電池フタを曲げたりしないように注意してください。
● 電池の 極と 極は必ず正しい向きにして取りつけてください。
● 電池挿入部の電極を曲げたり、ゴミや油などが付着しないように注意してください。

アドバイス

取りはずした電池や部品を（とくにお子さまが）飲み込まないようにご注意ください。
飲み込むと、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

警告
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■ 起こし方
カムを押しつけると、ストッパが起き
あがります。

■ 格納のしかた
ストッパを押しつけると、ストッパが
格納されます。

ストッパ

カム

埋め込み式ストッパ

作業灯
ON .......バックドアを開けたとき点灯

し、閉めると消灯します。
OFF......ドアの開閉に関係なく消灯しま

す。

作業灯

ＯＮ

ＯＦＦ

● 作業終了後や長期間車を使用しないと
きは、必ずスイッチを「OFF」にして
ください。バッテリあがりの原因とな
ります。

● 点灯回数で寿命が変わります。必要な
とき以外は「OFF」にしてください。

アドバイス
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固定穴

ベルト固定具
ラッシングレール

■ ベルト固定具（3枚一組）の使い
方
 固定具中央の1枚の上端を人差し指
で手前に引いたまま、左右の2枚を
固定穴の上部に差し込んだ後、下側
を差し込みます。
 中央の一枚を押し込みます。
 ラッシングレールの固定穴の中で3
枚が結合して取り付けができます。

ラッシングレール＆ベルト

バックルベルト固定具 ベルト固定具

固定側ベルト 調整側ベルト

重荷重タイプ

軽荷重タイプ

バックルベルト固定具 ベルト固定具

固定側ベルト 調整側ベルト

■ 取りはずし方
中央の1枚を取りはずし、次に左右の
2枚を取りはずします。
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■ ゆるめ方

■ 締め方

ゆるみ取り

前・後

ハンドル

 調整側ベルトのゆるみを取り、ハン
ドルを前後に操作し、ベルトを巻き
取りながら締めます。
● ベルトは巻き取り軸に2回以上巻
き取ります。

 ハンドルを完全に倒し、ロック状態
にします。
● 中間状態では使用しないでくださ
い。

重荷重タイプ

軽荷重タイプ
調整側ベルトを矢印の方へ強く引いて
締めます。

調整側ベルト

調整側ベルトを引きながらハンドルを
180 ぽど開きます。
● 巻き取り軸が開放状態となりベルト
がゆるみます。

重荷重タイプ

軽荷重タイプ

カム

押す

引く

カムを押して、ベルトをゆるめます。
● カムを押しながら調整側ベルトを矢
印の方へ引くと、さらにゆるみます。
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<良い例＞ <悪い例＞

積荷

ラッシングベルト

ベルトを水平にかけないでください。荷室内の壁をはがしてしまうおそれがあります。

アドバイス
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■ 取りつけ方
 ソケットをラッシングレールに対し
て垂直に持ちます。
 中央の板を人差し指で押さえながら、
上側を取りつけ穴に差し込みます。

 ソケットの下部が取り付け穴に当た
るまで押し下げ、人差し指を離しま
す。
● ソケットは自動的にロックされま
す。

● 反対側も同様に行います。

 両側のソケットの間にラッシング
ビームを渡し、ピンを差し込みます。

ピン

ラッシング
ビーム

■ 取りはずし方
 両側のソケットから、ピンを抜き取
り、ラッシングビームをはずします。
 ソケットを持ち人差し指で中央の板
を手前に引きながら持ち上げます。
 ラッシングレールからソケットを取
りはずします。
● 反対側も同様に行います。

ラッシングビーム

ソケット

ラッシングビームを取りつけたときは、
必ずピンを差し込んでください。ピンが
差し込まれていないと、不意にラッシン
グビームがはずれ、積荷が損傷するなど
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注意
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荷室内台車固縛装置

■ 台車の格納・取り出し
● 台車を格納するときは、台車を立て
た状態で、荷室右側のベルトで固縛
します。

● 台車を固縛しないときは、ベルトの
フックをアンカーに引っかけておき
ます。

荷室内後部に台車を格納・固縛するこ
とができます。

■ 固縛可能な台車のサイズ

長さ 幅

900mm 600mm

● 台車を固縛したときは、台車を軽くゆ
さぶり、台車が倒れないことを確認し
てください。台車が倒れると積荷・台
車および荷室内板を損傷するおそれが
あります。

● 台車を固縛しないときは、ベルトの
フックをアンカーに引っかけてくださ
い。ベルトを放置しておくと、フック
が積荷および荷室内板に当たり、損傷
するおそれがあります。

アドバイス
台車

フック

アンカー
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輪止め

輪止め

ボデー右側下部に装備されます。

走行前に輪止めが確実に収納されている
ことを確認してください。収納が不完全
の場合、走行中に輪止めが落下し、後続
車や人に当たるなど、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

注意

仕様により、取り付け位置が異なる場合
があります。

知 識
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ここでは簡単な取り扱い方法のみ記載
してありますので、詳しい取り扱いに
つきましては、お客様のお車に装備さ
れたバックモニターの取扱書をお読み
ください。

■ バックギヤ連動（自動）の場合
バックギヤにいれると自動的に画像を
映し出します。

■ 連続（手動）の場合
バックモニターのスイッチをONにす
ると画像を映し出します。

バックモニター

バックモニターの画面だけを見ながら後退することは絶対にしないでください。カメラ
が映し出す範囲には限度があり、画面だけを見て後退すると車をぶつけたり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。後退するときは、必ず後方および周囲の安全を直接確
認してください。

注意

バックモニターの種類により、操作方法、機能等が異なる場合があります。

知 識
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手入れ、点検・整備項目

故障を減らして長く大切に使うためにお手入れをお願いします。

3か月に一度の割合で下記の箇所にグリースを塗布してください。

車の手入れ

スライドドアセンタローラー
埋め込み式ストッパ

アウトサイドハンドル

スライドドアアッパローラー

スライドドアロック

スライドドアストライカ

スライドドアロアローラー

給油脂
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スライド式サイドドア用イージーク
ローザーの電源は、バッテリから直接
取っています。（12Vで作動します）
バッテリ交換するときは、必ず左図の
通りに接続してください。

スライド式サイドドア装着車

簡単な点検

作業灯のワット数 ................. 24V/35W

ベルト
クランプ

直列Ｗ/Ｈ

ベース車Ｗ/Ｈ

ベルト
クランプ

テープ無し側を
　 へ接続

赤テープ側を
　 へ接続

12か月ごとに各スライドドアローラー
（前ページ参照）の点検をしてください。
● 割れ、欠損がないことを確認してく
ださい。

作業灯

スライドドアローラーの点検

バッテリの交換

必ず左図のように接続してください。
接続を誤るとイージークローザーが作動
しなくなります。
● 配線のクランプは誤った接続を防止す
るために設けられていますので、クラ
ンプは絶対にはずさないでください。

知 識
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TS-05-C (4)

車両の仕様等の変更により本書の内容が車両と一致しない場合が
ありますのでご了承ください。

〈注文装備品のお問い合わせは下記へお願いいたします〉
商用ビジネス部
TEL（0566）36-2497　　FAX（0566）36-2498

アルミバンS（スライドリフトスマーティ）
適用車種 トヨタ　ダイナ、日野　デュトロ
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